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１．はじめに

ブレンド型授業とは，一般的に，伝統的な教室での対
面授業と，新しい学習形態である e-learning を融合さ
せ，相互補完的に用い，より高い学習効果をあげようと
する試みのことである（宮地編２００９）。ブレンド型授業
（以下BL授業）は教育効果の高い学習形態として注目
されており，日本の中国語教育においても，意欲的な取
り組みが多く紹介されている（趙他２０１２，２０１３，２０１４，洪・
藤本２０１２，杉江・三ツ木２０１５，杉江２０１７，Xu２０２２等）。
筆者は，初修中国語の発音指導に焦点を当て，①

Zoomによる同時双方向型オンライン授業，②復習用動
画，③オンライン課題の３者を相補的に連携させた三位
一体BL授業の実践を行った（許２０２２）。その結果，従
来の非BL授業と比べ，授業外学習の促進，学習効果の
向上といった効果を確認した。この取り組みは，２０２１年
度前期O大学で開講した初修中国語の授業・中国語Ⅰa
で行ったものである。この授業は第二外国語としての初
修中国語という位置づけである。週に１コマ開講し，O
大学のすべての学科の学生が履修可能である。しかし，
授業履修者の大半は国際総合学科という学科の学生で，
学科名の通り，いわゆる言語系の学科である。中国語専
攻ではないものの，中国語の学習に高いモチベーション

を持っており，授業内練習はもちろん，授業外課題にも
積極的に取り組む学生が多かった。そのため，先行研究
で指摘されている学習のモチベーションが低いという問
題（洪・藤本２０１２）は見受けられなかった。このような
環境で実施したBL授業が成果を上げたのはある意味当
然の帰結であろう。
一方，日本の大学で第二外国語としての初修中国語を

受講している学生の圧倒的大多数を占めるのは，非言語
系学科の学習者であり，言語系学科の学習者と比べ，学
習者の特性や受講動機，モチベーション等において多く
の制約があるという（趙他２０１３）。
三位一体BL授業が，言語系学科の受講生が多かった

O大学では成果を上げたが，非言語系学科の受講生が多
い場合でも同じ効果を発揮しうるかは不明である。そこ
で，本稿では，２０２２年度前期，非言語系学科の学生が履
修するN大学の初修中国語の授業で上記のようなBL
授業を実施し，これまでの非BL授業（２０２１年度前期の
授業）と比べ，どのような効果と課題があるかを検証す
る。

２．BL型授業の概要と各構成部分の特徴

２－１ BL型授業の概要とスケジュール
BL授業は，２０２２年度前期N大学で開講した初修中国
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表１．復習用動画の概要と利用状況

語の授業・第二外国語１（中国語）で実施した。この授
業は週に１コマ開講し，５５名の受講者がいた。教科書は
許（２０２２）で使用したものと同じく『中国語はじめの一
歩』である。また，教員自作のプリントも使用した。授
業のスケジュールは，１回目「中国語概要と声調」，２
回目「基礎母音」，３回目「複母音」，４回目「子音前
半」（１），５回目「子音後半」，６回目「鼻母音」，７回目
「まとめと発音テスト」の予定であったが，「子音後半」
や「鼻母音」の学習量が多いほか，Zoomによる同時双
方向型オンライン授業での授業進行の効率が悪かったた
め，７回目での発音テストの実施はできず，８回目に実
施することになった。また，BL授業の構成は，２０２１年
度前期O大学で行ったBL授業（許２０２２）と同じタイ
プのものとした。つまり，①Zoomによる同時双方向型
オンライン授業，②復習用動画，③オンライン課題の３
者をブレンドしたものである。
Zoomによる同時双方向型オンライン授業は，学生が

ビデオオフの状態で受講しているため，学生の反応が分
からないまま授業を進行した。また，学生の氏名を呼
び，反応を待ち，指示をするなど，発音練習の度にその
作業を繰り返す必要があったため，授業進行の効率は悪
かった。そのためか，２０２１年度前期の Zoomによる同時
双方向型オンライン授業（非BL授業）では，発音学習
の成果は満足できるものではなかった（詳細は後述）。
２０２２年度は，その反省とO大学での実践結果（許２０２２）
を踏まえ，N大学でも三位一体BL授業を実施すること
にした。
２０２１年度の非BL授業は，発音指導のスケジュールそ
のものは２０２２年度のBL授業と同じであるが，２０２１年度
時点でN大学の担当授業においてC-learning を未導入
のため，計画的に復習用動画やオンライン課題を授業に
組み込ませ，学生に利用させることはできなかった。

２－２ 復習用動画の概要と利用状況
この節では，BL授業の構成要素である復習用動画の

概要と学生（N＝５５）の利用状況について述べる（表１）。
表１を見ると分かるように，復習用動画は全部で７つ

ある。動画はすべて筆者自身のYouTube チャンネルに
アップしている。この授業では，２０２２年度前期からC-
learning という学習支援システムを利用しており，学生
にはC-learning の教材倉庫に動画のリンクを掲載し，
各回の授業後にリンクを通知することで利用を促してい
る。動画は各週の内容に沿ってそれぞれ１つ作成してい
るが，鼻母音の回のみ，解説編と練習編の２つとなって
いる。ただし，２つの動画のリンクを学生に伝えるの

は，いずれも６回目「鼻母音」の後である。なお，動画
視聴そのものは任意とした。

表１の既読者数や既読率は，C-learning の教材倉庫
にある動画リンクへのアクセス数をもとに算出したもの
である。各動画の既読率であるが，一番高いものは子音
前半で５６％，一番低いものは基礎母音で３５％である。７
つの動画の既読率の平均は４９％であり，５割を切ってい
る。
復習用動画の利用状況は良いとも，悪いとも言えず，

中程度であると言えよう。しかし，２０２１年度のO大学
で行ったBL授業では，複母音が７７％以外，すべて８０％
以上の既読率であったため，O大学と比べると，N大学
の復習用動画の既読率は低いと言わざるを得ない。とは
いえ，動画視聴が任意であることを考えると，授業外学
習はある程度促進されたと言えよう。

２－３ オンライン課題の概要と利用状況
この節では，BL授業の構成要素であるオンライン課

題の概要と学生の利用状況について述べる（表２）。
授業後オンライン課題は，C-learning の機能を使っ

て作成した中国語音声の聴解練習である。内容は２０２１年
度O大学で利用したもの（許２０２２）と同じであり，以
下の説明も一部引用した。
授業で習った発音の定着を図るための聴解練習は，声

調の週のみ６０問，それ以外の週はすべて９０問，合計５１０
問である。表の最上欄の tc１，d，tc２は，test chal-
lenge１，drill，test challenge２の略である。それぞれ
「テスト・チャレンジ１回目（以下テスト１）」「ドリル
（以下ドリル）」「テスト・チャレンジ２回目（以下テス
ト２）」という意味である。
どの週の練習も，基本的にテスト１→ドリル→テスト
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表３．オンライン課題の回答状況（２）

２の順で回答するように指示している。テスト１とテス
ト２は回答が必須で１回のみ回答可能である。ドリルは
回答が任意で複数回回答可能である。テスト１はその週
の授業終了直後から授業終了翌日までを回答期間として
設定し，テスト２はテスト１の終了から次回の授業開始
の２日前までを回答期間として設定した。一方，ドリル
は，テスト２と同じ時期に公開するが，回答期間は特に
設けず，テスト１の結果が良くない場合に，テスト２に
行く前の練習として適宜使うよう指示した。なお，各学
習項目（例えば声調の１．声調書き取りの問題）に対応す

るテスト１とドリルとテスト２は，基本的に同じ内容を
使用している。これは問題作成時間の削減および反復練
習の促進という意図のためである。ただし，ドリルの１０
問とテスト２の１０問の出題順はランダムにしている。ま
た，ほとんどの問題は，回答終了後，事前に録音した解
説によるフィードバックが得られるようになっている。
では，表２のような授業後オンライン課題に対して，

学生（N＝５５）はどのように利用していたのだろうか。
表３では，回答が必須のテスト（T）と回答が任意の

ドリル（D）に関する学生の回答状況および成績状況を
示している。「回答者数」と「回答率」の２列は，テス
ト（T）とドリル（D）の比較を行うため，上段と下段
にそれぞれの情報を記載している。一方，「合格率」「合
格者数」「平均」等はテストのみの情報である。
まず，平均点の数値を確認する。平均点において，全

体的に前半の「声調」「基礎母音」「複母音」の回が高く，
後半の「子音前半」「子音後半」「鼻母音」の回が低い。
これは，後半に行くほどより複雑で総合的な問題が出題
されることが影響していると思われる。

次に，回答率の数値を確認する。回答率の全体平均
は，テストが５９％で，ドリルが１２％である。テストは回
答が必須であるにもかかわらず，５９％の回答率は高いと
は言えず，また，ドリルは回答が任意であるとはいえ，

表２．オンライン課題の概要
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表４．発音テストの構成

表５．授業形態間における発音テストの比較（３）

回答率が１２％というのは低いと言わざるを得ない。実
際，２０２１年度O大学で実施した同じタイプのBL授業
では，テストとドリルの平均回答率がそれぞれ８１％と
４６％であったことから，O大学での実績と比べるとやは
り全体的に数値は低いものである。このことは，２－２
節で見た復習用動画の既読率と同じように，言語系学科
と非言語系学科の学生の中国語学習に対するモチベー
ションの差によるものであると考えられる。
とはいえ，２０２１年度N大学で実施した非BL授業と

比べると，テストの回答率が６割近くあったことは，授
業外学習はその分促進されたと言えよう。

３．結果と考察

３－１ 発音テストの成績の比較
発音テストは，２０２１年度の非BL授業も２０２２年度の

BL授業も同じものを使用している（表４）。ただし，
実施のスケジュールや実施方法等において異なる点があ
る。２０２２年度のBL授業における発音テストは，発音指
導終了後の８回目に Zoomによる同時双方向型オンライ
ン授業で実施した。いつもはビデオオフの状態で授業を
行っているが，発音テストの時のみ，全員ビデオオンの
状態で実施した。一方，２０２１年度の非BL授業では，発
音指導終了後すぐには実施せず，前期期末テストの際
（１６回目の授業）に，期末テストの一部として教室で実
施した。
発音テストの内容は以下の表４の通りである。

問題１，２は，母音と子音の聞き取り問題（２択）で
ある。問題３，４，５はそれぞれ声調，子音，母音の書
き取り問題である。各項目の問題数はいずれも１０問で，

計５０問である。点数は１問につき１点とし，５０点満点で
ある。なお，発音テストの問題の難易度は，BL授業の
構成要素である③のC-learning を使った中国語音声の
聴解練習の難易度と比べると，比較的低いものである。
例えば，問題１，２はいずれも２択の問題であるが，
C-learning を使った中国語音声の聴解練習は，いずれ
も４択である。また，問題３，４，５はそれぞれ声調，
子音，母音だけを書き取ればよいが，C-learning を
使った中国語音声の聴解練習では，声調，子音，母音の
３者を同時に書き取らなければならない問題も多く用意
した。
以下では，N大学で開講した２０２１年度の非BL授業と

２０２２年度のBL授業における発音テストの成績の比較を
行う。発音テストについて，授業形態間におけるテスト
の総得点および各項目別の平均値の差を有意水準５％で
両側検定の t検定（Welch’s t-Test）により検討した。
その結果は，表５の通りである。

「総得点」，「問題１」，「問題３」，「問題４」「問題５」
において，平均値の差は有意であった。一方，「問題２」
は平均値の差は有意ではなかった。
「総得点」の平均が２０２１年度の２６．９３から２０２２年度の

３２．４２に有意に上がっていることから，２０２１年度の非
BL授業と比べ，２０２２年度のBL授業は，学生の中国語
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音声の知覚能力を伸ばす点において有効であると言えよ
う。一方，標準偏差は，２０２１年度（７．１）と比べ，２０２２
年度（７．９３）は高い数値となっているため，発音テスト
を受けた学生の成績のバラつきが大きくなっていること
も観察できる。これは，特にBL授業の場合，学習意欲
の高い学生ほど授業時間外の復習用動画やオンライン課
題を積極的に利用するため，学習意欲が高くない学生と
の差が大きくなりやすいことが原因であると考えられ
る。
次に，「問題１」，「問題３」，「問題４」，「問題５」の

項目も平均点が有意に上昇していることから，２０２２年度
のBL授業は，「母音の聞き取り」，「声調の書き取り」，
「子音の書き取り」，「母音の書き取り」といった能力を
伸ばす上で，２０２１年の非BL授業より効果があったと言
えよう。
一方，「問題２」の「子音の聞き取り」の項目の平均

点は，２０２１年度（６．８）と比べ，２０２２年度（７．１）は少し
上昇したものの，特に有意な差はなかった。BL授業の
実施はN大学の学生の「子音の聞き取り」能力を伸ば
す点で，特に大きな影響を及ぼすことはできなかった。
最後に，「問題４」，「問題５」の子音と母音の書き取

り問題であるが，この２つの問題はいずれも２０２１年度の
平均点よりは有意に上昇したものの，どちらも合格点の
６点台には及ばず，５点近くにとどまっている。これ
は，この２つの問題が比較的難易度が高いこと以外に，
Zoomによる同時双方向型オンライン授業における練習
効率の悪さ，復習用動画の既読率やオンライン課題の回
答率の低さなども影響していると思われる。この点は今
後の課題である。

３－２ 結果の考察
前節では，授業形態間における発音テストの比較を

行ったが，この節では，O大学で実施した同じタイプの
BL授業の成果（許２０２２）と比べながら，今回N大学で
実施したBL授業の成果と課題について述べる。
まず，「１．はじめに」のところでも述べたように，

O大学の授業の受講者の大半は国際総合学科という言語
系学科の学生である。中国語専攻ではないものの，中国
語の学習に高いモチベーションを持っており，授業内練
習はもちろん，授業外課題にも積極的に取り組む学生が
多かった。一方，N大学の授業の受講者は，言語系学科
の学生ではなく，いわゆる非言語系学科の学生である。
もちろん，非言語系学科の学生でも，中国語の学習意欲
が高い学生がいることは否定しないが，全体的に後者の
ほうが中国語の学習意欲やモチベーションが低いように

思われる。実際に復習用動画の既読率やオンライン課題
の回答率を比較すると一目瞭然である。
次に，発音テストの成績の比較であるが，２０２２年度の

BL授業は２０２１年度の非BL授業と比べ，確かに総得点
の平均は有意に上昇した。しかし，この平均点は５０点満
中３２点台であり，満足できる点数には至っていない。ま
た，「問題４」，「問題５」の２項目もいずれも５点台に
とどまっている。
一方，２０２１年度O大学で実施したBL授業の成績の

平均は，３９．３１で４０点近くになっている。「問題４」，「問
題５」の２項目もそれぞれ６．６と６．５７で，７点近くになっ
ている。つまり，同じタイプのBL授業でも，O大学と
N大学の成績にはかなり大きな差があることが認められ
る。点数の差は，先ほど述べた復習用動画の既読率やオ
ンライン課題の回答率の差が大きく影響していることと
思われる。この意味で，同じタイプのBL授業でも，受
講学生の特性や学習意欲，モチベーション等の差によっ
て，実施効果に差が表れうると言えよう。

４．まとめと今後の課題

本研究では，非言語系学科の学生が受講する初修中国
語の授業で，①Zoomによる同時双方向型オンライン授
業，②復習用動画，③オンライン課題の３者を相補的に
連携させた三位一体BL授業の実践を行った。その結
果，以下のような成果を上げることができた。
第１に，復習用動画や授業後のオンライン課題がある

ことで，授業外学習がある程度促進された。
第２に，非BL授業と比べ，発音テストの総合得点の

平均が有意に上昇していることから，学生の中国語音声
の知覚能力を伸ばす点において，より有効であった。
一方，存在する課題も明らかになった。
第１に，比較的難易度の高い記述式の子音・母音の書

き取り問題の２項目において，これまでの非BL授業と
比べ，平均点は有意に上昇したものの，満足できる点数
には至っていない。子音・母音の書き取り問題の得点を
上げるべく，今後更なる工夫が求められる。
第２に，言語系学科の学生が主な履修者であったO

大学でのBL授業の実践と比べると，発音テストの総合
得点の平均において，大きな差があることが確認でき
た。これは，復習用動画の既読率や授業後オンライン課
題の回答率が全体的に低いことが大きな要因であると分
析した。また，その背後には，中国語学習に対する非言
語系学科の学生の学習意欲やモチベーション上の制約等
が影響していると考えられる。このことから，同じタイ
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プのBL授業でも，受講生の特性や学習意欲，モチベー
ション等の差によって，実施効果に差が表れうると言え
よう。
今後はBL授業の構成要素や実施方法を改善していく

と同時に，いかに学生たちのモチベーションを高め，よ
り積極的に授業参加してもらうかということについて
も，しっかりと考えていく必要がある。

注

（１）子音はそれ自体の数が多いうえに，これまで習っ
た基礎母音や複母音も一緒に練習する必要がある
ため，授業では，＜b p m f＞，＜d t n l＞，＜g
k h＞の３組を「子音前半」，＜j q x＞，＜zh ch
sh r＞，＜z c s＞の３組を「子音後半」として２
回に分けて指導している。

（２）スペースの制約上，声調，基礎母音，複母音，子
音前半，子音後半，鼻母音をそれぞれ「声調」，
「基礎」，「複母」，「子前」，「子後」，「鼻母」と略
して表示している。また，テストは１と２がある
ため，この表に記載している回答者数，回答率，
合格者数，合格率，平均点はすべてテスト１とテ
スト２の平均である。

（３）発音テストの回を欠席した学生もいるため，この
表の人数はこれまでの表の人数と異なる。
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